
 

様式第１号 

意見交換会実施報告書 

  

令和 ６年 11月 11日  

 裾野市議会議長  様  

 広報広聴委員会委員長 様 

                                    報告者 勝 又 利 裕 

  

１．意見交換会の概要  

開催日時  令和６年１０月２８日  19時 00分 ～  21時 00分  

開催場所  富岡地区コミュニティセンター 

代表者 

（委員会名） 
富岡地区在住市議会議員 代表 勝又利裕           

出席議員  勝又利裕 中村純也 木村典由  

参加市民数 

（団体名）  
２２人 （  富岡地区区長会  ） 

実

施

内 

容  

議会報告   意見交換時に必要に応じて個別に実施した 

意見交換  

 富岡地区まちづくり懇談会のテーマを決定するため、①公園等の整備、②裾

野駅、岩波駅周辺整備、③市街化調整区域の利活用、④地域公共交通、⑤道

の駅、⑥区の運営 の６項目について意見交換を実施。 

２．市民の質問・意見等  

質問と回答など 

・公園等の整備 近隣市町には大きな公園があり遊具もそろっている。駐車

場を備え、高齢者や子供が揃って遊べる公園、あるいはグランドゴルフ場を

作ってはどうか。→ 公園が少ないと言われているが、運動公園などがあり

面積では少なくないとのこと。現在、市立水泳場跡に芝生を張るなど整備を

進めている。今後は、どのような公園を整備して誰が管理するのかという議

論も同時に必要と思われる。 

・駅周辺整備 裾野駅西土地区画整理、岩波駅周辺整備は、最終の完成形な

ど全体像が不透明であるため、市から説明を受け情報を共有することにより

相互に理解することが必要との意見。 

・市街化調整区域の利活用 市街化調整区域は土地が空いているが住宅地と

して利用できない。→ 現在、定住政策として地区計画活用による基本方針

の策定を進めており、市から説明を受け情報を共有することも必要である。 

・区の運営 転入者や既存の高齢独居など区に加入しない世帯が増えてお

り、区の運営が困難になりつつある。→ いざという時に支えあう人数や世

帯数のバランスなども考慮した区の合併、ごみステーション利用の問題な

ど、各区での事例を共有するための意見交換を実施したらどうか。 

・意見交換の結果、まちづくり懇談会のテーマとして、①公園等の整備、④

地域公共交通、⑥区の運営 の 3項目を決定した。 

尚、②と③は別途、行政から説明を受けることを提案した。 

 



 

     

 富岡地区区長会との意見交換会  令和６年１０月２８日（月）   

富岡コミュニティセンター 

 

       
 

 

 

 

      


